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● 膜擬店コ ーナー

沖 縄 物 産、 低 農 薬 野 菜、 焼 き 鳥、 お で ん、 焼 き そ ぱ な ど な ど … １

模 擬 店 募 集 中 １９月 末 締 め 切 り ※ お 申 し 込 み はＦＡＸ１０４２一フ５６－５６４９ま で

● アジアの平和と基地問題を考えるパネル各種
厚木 基地の大型模型、 写真で見る沖縄の米軍基地、 他

会場／大和駅東側 プロムナー ド
主 催 ／ ピース ・フ ェス ティ パル２０１１ ｉｎ 大 和・ 綾瀬 実行 委員 会

達 絡 先 ／ ＴＥＬ＝０４６－２００－５５０５（１Ｏ ～ １５日寺）

後 援 ／ 大 和 市、 綾 瀬 市、 大 和 市 ・ 綾 瀬 市 教 育 委員 会、 大和 商 工 会 議 所
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瀞 壼 展 ㊥ 皆 壱 缶 畠 と

アジア１こ平 を１ 静かな 空を１ ｒ平 和」 への 願いを込 めて 始めた ピース フェ スティ バル も今年 で１０回目 とな１〕ます。

筆 寧 苧

厚木 基 地を び立 つ軍 用 機、 空 母 艦載 機の ま き散 らす 爆 音１こ、 私た ち は何 十 年も 苦 しん で きま した
。

３次１こわた る

裁 判 で、
司・ ｛５回 も 違 法 爆 音と 判 決 を 下 した１こも か か わら ず

、
爆 音 被害 は全く 解 消 さ れ て いま せ ん。 第４ 次 訴 訟

で は
、

７０００ 越 える原 告 が
、

損 害 賠償 と軍 用 機 の飛行 差 し 止め を 求め て たた かっ て いま す。 厚 木 基地 で訓 練 を重 ね

た 戦 闘機 は
、

れま で１こも 戦 場で 多く の命 を 奪 い、 憎 しみ の 連鎖 をつ ＜１コ出 して き ま した。 私たち の 願 い は、 爆音 の

な い静 かな 空 戦争 のな い 平和 な 世界 です。

奪 歯 轄

し かし
、

神 川 は 今
、

基 地 強化 の波 にさ ら さ れて いま す
。

２００８年９月 米 海 軍横須 賀 基 地に 原 子力 空 母 ジョー ジ ワシ ン ト ンが 配備 さ れま した。 ２００７年１２月、 キ ャ ン プ座間 に

米 陸軍第 １ 軍 前 方 司令 部 が発 足 し、 さら１こ２０１２年に は陸 上 自 衛隊 中 央即 応集 団 司令 部 が移 駐 して き ます。
今 年８月、

相 模総 合補 給 には 任務 指 揮訓 練セ ンタ ー が 開設 さ れま した． 私た ち の目 の 前の 基 地 は強 化 の道 を進 ん でい ます。

専 警 誉

３月１１日
、

日本 の 太平 洋 側 地域 を 大 地震 と 大 津波 が襲 い ま した
。 福島 第 一 原子 力 発 雷所 で は核 燃 料の 溶 融と 水 素

爆 発１こよ っ て レベ ル７ と いう 最 大規 模の 放 射能 漏 れ事 故 が発 生 し、 日本 は もち ろ ん、 世 界中σ〕人 々 を震 憾 とさ せ ま

した
。

福 島 第 原 子カ 発 電 所の 放 射能漏 れ 事 故は
、 原子 力発 電 は決 し てグ１」 一 ンで 安全 な エネ ルギ ー で はな いこ と

、

核 と人類 は 決 て 平和 に 共 存で き ない こと を如 実 に しま し た。

私 た ち は ｒ ・和」 の 声 を 大 切 に し た い と 思 い ま す。 軍 事 カ に 頼 ら な い 平 和、 原 子 力 に 頼 ら な い エ ネ」しギ ー
、

そ し て

核 も爆音 も な １ 基 地の ない 大 和、 綾瀬、 神 奈川 をめ さ した い と思 いま す。 アジ ア に平 和 を１静 かな 空を １ そ う 願

い な が ら
、 フ ス テ ィ バ ル を 開 催 し ま す

。 市 民 の 皆 さ ん。 是 非、
ご 来 場 く だ さ い。

● ・

● 木卜 ＢＡＮＤ （メッセージ・ロック〕
１０フ９年 デ ビ■ 。

ｒ朴 保 ＆ 切 狂 言」 壱１へ て
、

ｒ９８ヨ年 単 身 渡 米
。

サ ン フ ラ シ ス コ で 自 身 の パ ン ドを 率 い て 活 動 し
、

ネ ヴ」・ダ 核 実 験 場 跡

で ＥＨ１叩 曲ｉｍ目』 を 歌 う な ど西 海岸 の 音 楽 シ ー一ン と 平 和 運 動１こ於 い て 注 目 在 集 め る
。

１囎２年 帰 国 後 も 様 々 な ピ ー ス ム ー プ メニノ Ｈこ係 わ り な

が ら
、

ドキ ］ メ タ リ ー 映 画 ｒへ１ 儲 督 森 達 也〕 エ ン デ ィ ン ゲ テ ー マ な ど で も 活 躍
。

ｒも ん じ ゅ を 止 碗 よ う １
」 な ど

、
一 買 し て 反 戦・ 反

核の姿勢を 貫き 先日 行なわ れた 横浜の反 原発パ レー ドでも トラッ グの上 で演 奏して いる。

お ㍗ ㍗ 、二亨、穴、、、黒慧肝、㍑ 満 蝋箒ゴそ の 後 の 彼 らの 埠 在 決 め 乱 人 権 ・ 環 境 ・ 平 和 導 市 民 活 動 へ ω 膏 楽１こ よ る エ ン パ ワ ー 在 継 続 し な が ら
・

」 ム
、

フ ィ１」 ピ ソ
、

チ リ
、 ヨ」レダ ン の パ レス チ ナ 難 民 キ ャ ン プ な どを 訪 札 コ ン廿 一 トを 開 催 し て き た

。

ピー ス ・ ボ ー トな ど で 中 国
、

ペ ト

● カ テ リ ー ナ 歓 バンドゥーラ）

チ Ｔ ル ノ プイ リ 原 発 事 故 発 生 の１ヵ 月 前、 事 故 現 場 か ら わ ず かｊキ □ の プ リ ピャ チ と い う田ユで 生ま れ る
。

現 在 日 本 に 暮 ら し一 児 の 母
。

ウ ク ラ イ 」 の 民 族 楽 器 パ ン ドｌｊ 一 ラ を 奏 で な が ら
、

古 曲 巾 民 謡
、

流 行 歌 在 中 心 に
、

日 本 の 歌 も 歌 う ウ ク ラ イ 才 の 歌 姫
。

● 創作和太鼓集団・打鼓音

共 生 ・ 共 台 在 ゆ さ す 早 椎 ゲ」し一 プ の 星 嵯 高 等 学 校 卒 業 生 や 高 校 生 ・ 小 学 生１こ よ る チ ー ム。 ０５年 はオ ラ ン ダ 公 演 在 成 功 さ せ
、

ｏ臼年 に は

オ ー ル ジ ャ パ ン ＯＴ 鮒 Ｏコ ン テ ス ト１こ お い て 一 般 蕃 査 員 賞 １ 位、 総 合 ヨ 位 に 入 賞日

○ 特別 ゲス ト／ 関 久 雄 （元 よろずバンド）

横 浜 Ｏの 有 機 拝 農 薬 八 百 屋 の 草 分１九 現 在
・

福 島 県 二 木 松 に 暮 ら 机 且１１発 災 以 降 反 核 ・ 平 和 ・ 環 境 ・ 快 医 学 等 を テ ー マ に 出 会 っ た

仲 間 たちと、 神 奈川と も ⊃な がリ ながら、 放 射能被 災地 への救 援活 動を展 開血 被災現 地 からの お話とオ１」 ジナル の歌を お屈１寸しま す。


